
浮く野菜・沈む野菜のひみつ

６年生｜「野菜に関心をもとう」

○浮く？沈む？

野菜が水に浮くか沈むかを予想して試す活動を通

して身近な野菜への関心を高める学習である。

できるだけ大きな水槽と野菜を用意する。まずは

ピーマンから始める。

「中があいているか

ら浮く」そんな答え

が返ってきた。試し

てみると、予想通り

浮く。次はキャベツ。

これも同じような理由で、葉っぱの間に空気が入っ

ていそうだから浮くと予想した。結果はその通りに

なった。続いてのタマネギは、浮くと沈むが半々に

分かれた。結果は、浮いた。ジャガイモ、サツマイ

モと予想しながらどんどん試していく。

○浮き沈みの法則

子どもたちは気付き始める。土の上にできる野菜

は浮き、土の中

にできる野菜は

沈むのではない

か。果たしてこ

の仮説は当た

っているのか。

キュウリで試す。土の上にできるので浮くはずであ

る。予想通り浮く。今度はダイコン。土の中にでき

るので沈むはずである。予想通り沈む。このように

仮説を立てていろいろな野菜を試していくとおもし

ろさが倍増する。キャベツやカボチャ、キュウリな

ど地上で育った野菜は浮き、ニンジン、ゴボウなど

地下で育った野菜（根菜）は、空気をほとんど含ま

ず、密に詰まっているので、沈むのである。

○食べる部分がどこにできるか

野菜の浮き沈みを予想していく足場として、食べ

る部分がどこでできるかを知っていないといけない。

図鑑などを使って食べる部分がどこにできるかを確

認しながら進めるとよい。「ブロッコリーは株の一

番上や葉の付け根にできます」と、写真やイラスト

を示しながら進めるようにする。

○なぜか沈むトマト

「トマトを水に入れ

るとどうなると思いま

すか」と問う。子ども

たちは地上でできるか

ら浮くはずだと答え

る。まだ熟し切ってい

ないトマトを水に入れ

る。予想通り浮く。次

にスーパーで売られて

いる真っ赤なトマトを

試す。今度は沈む。「えーっ！」と歓声があがる。

「トマトは、完全に熟しておいしさがぎっしり詰

まった分だけ重くなる野菜です。真っ赤なおいしそ

うなトマトは水槽の底へ落ち、まだ熟しきっていな

いトマトは水面にプカプカ浮かびます。トマトの糖

度は、水に入れて浮くか、沈むかを見るだけでわか

るのです」と説明する。

さらに、米作りで良い種籾
たねもみ

を選ぶ「塩水選
えんすいせん

」につ

いて取り上げたい。農家の人は、塩水を使って沈ん

だものだけを種籾として使う。浮いてくる軽い籾は

未熟な種子や、いもち病などに冒された種子の場合

が多いので取り除く。沈む種籾は胚が十分に成熟し

ているので発芽力も強いのである。
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